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〒 098-0338 上川郡剣淵町仲町 28 番 1 号 ふれあい健康センター内 Tel 0165 − 34 − 3922

◦会長年頭所感
◦第５回ボランティア研修・交流会
◦第３回ふれあい昼食会（Ｈ30.11.8）
◦剣淵高校で第４回ふれあい昼食会（Ｈ31.2.5）
◦りんどう、いきいきルームの忘年会（Ｈ30.12.19）
◦温かいおもいやりありがとうございました
◦赤い羽根共同募金（募金結果）
◦歳末たすけあい募金（募金結果）
◦小地域ネットワーク活動
◦ふれあいサロンをつくりませんか？
◦社協からのお知らせ

主 な 内 容平成３１年２月５日

剣淵高校で
第4回「ふれあい昼食会」

開催
　高校生と食べるごはんは「おいし
い」！
　バランスのとれた学校給食をいただ
きながら、高校生と語りあい、交流を
深めました。
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平成３1年　年頭所感

  「どうした日本、どうする日本」…
 新時代への期待

� 社会福祉法人 剣淵町社会福祉協議会 会長　斉  藤  　實
◇　新年明けましておめでとうございます。ご家族お揃いで、平成31年の新年を迎えられました
こと心からお喜び申し上げます。

◇　日頃、町民の皆様には社会福祉協議会の運営をはじめ、各種事業やボランティア活動等に深
いご理解とご協力、ご支援をいただいております。この場をお借りして心から感謝とお礼を申
し上げます。

◇　本会は、町民の皆様の心の拠り所として、町民の皆様が生涯福祉へ寄せる熱い思いと積極的
な参画、町民相互の助け合いの精神によって支えられ成り立っています。今後もこうした町民
の皆様の負託に応えられるよう、広い視野で地域を見守り、温かく優しい地域共生社会の実現
に努力していきたいと思います。

◇　いま、日本は少子化と超高齢化、人口減少期に突入しています。後継者のいない農業や商業
をはじめ、日本の産業のあらゆる分野で人手不足を生み、労働力減少へとつながっています。
国はこの人手不足を解消するために、昨年12月、出入国管理法を改正し、外国人労働者の受入
れ拡大を図り、今後5年間で34万5千人の受入れを見込むことを決めました。

◇　昨年、発生した西日本の豪雨災害や胆振東部地域の地震災害の被災地での復旧にも人手不足
が関係しています。復旧にあたる建設会社の多くが技術者や作業員が足りず、住宅等の工事が
思うように進んでいないというのです。

◇　外国人に助けてもらわなければ日本の社会が回っていかないという、この現実を見るとき、
日本人として情けなさと悔しさが残ります。

◇　国立社会保障・人口問題研究所が発表した人口推計によると、日本における年齢別構成で最
も多いとされている団塊の世代（約800万人）が75歳以上になる6年後の2025年、剣淵町の人
口は3,000人を切って2,752人に、11年後の2030年には2,516人になると推計されています。65歳
以上の人口も2020年が1,237人で数の上ではピークに達し、高齢化率は41.1 % に。高齢化率の
ピークは2040年の46.9% となっています。また、頼りとする15 〜 40歳未満の人口は、2030年
には477人にまで減少し、2040年の総人口は2,058人にまで減少すると推計されています。参考
までに現在の町の人口＜昨年12月末現在＞は3,131人となっています。

◇　国が地域の支え合いに期待し、2025年を目途に支援とサービス提供体制の構築を目指してい
る福祉、介護、介護予防、保健医療などの「地域包括ケアシステム」は、地域力が弱い市町村
にとっては大きな課題といえます。

◇　少子高齢化、人口減少、人手不足、を実感するいま、「どうした日本、どうする日本」と声
を大にしたくなる今日このごろです。

◇　本年5月からは新天皇の即位により、元号が改められることとなり、30数年に及ぶ平成の時
代に幕が下ろされます。新しい元号のもとでの時代がどのようになるのか、私たちの生活がど
う変わるのか、期待と心配が入り混じります。

◇　本会は、剣淵町における地域福祉の担い手として、高齢になっても自分らしい暮らしを続け
られるよう、町行政をはじめ、町内福祉関係団体等と連携し、役職員一丸となって取組んでい
きたいと思います。今後とも町民の皆様のご指導、ご鞭撻、ご支援をお願い申し上げますと共
に、町民の皆様のご多幸を祈念し年頭所感といたします。
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第5回 剣淵町ボランティア研修・交流会

第3回 「ふれあい昼食会」

　ボランティアセンター運営委員会（中上勝也委員長　委
員７名）が企画・運営した第５回ボランティア研修交流会
は、昨年１１月１９日（月）、４４名が参加して、ふれあい健康
センターで開催されました。
　剣淵町地域包括支援センターの長谷川主任を講師に招
き、認知症サポーター養成講座が行われました。また、胆
振東部地震における災害ボランティアセンター支援活動に
ついて、社会福祉協議会事務局の秦主幹から報告がありま
した。このあとのワークショップでは、停電に必要なもの
は？という題目で、参加者全員でワークショップを行い防
災に関する意識を高めました。

　本年度３回目となるふれあい昼食会は、昨年１１月８日（木）、６８名の方
が参加して、ふれあい健康センターで開催されました。アトラクションでは脳活ゲーム大会を行
いました。昼食は赤十字奉仕団の皆さんの手料理で、きのこご飯、鶏もも肉の照り焼き、ポテト
サラダ、お吸い物を美味しくいただきました。
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チームで脳活ゲームにチャレンジ！ みんなで一緒に食べる食事はおいしいですね！
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剣淵高校で第４回「ふれあい昼食会」

「デイサービス
センター　    りんどう・いきいきルームの忘年会」

〜わきあいあいの交流〜

　「デイサービスセンターりんどう・いきいきルームの忘年会」は、昨年１２月１９日（水）ふれあ
い健康センターで開催されました。鍋料理を囲みながら、ビンゴゲーム等を行い、楽しいひとと
きを過ごしました。

　本年度４回目となるふれあい昼食会は、２月５日（火）、３６名の方が参加して、剣淵高校体育
館で開催されました。今年も高校１年生の皆さんが用意したレクリエーションで、交流を深め楽
しい一日を過ごしました。剣淵高校の皆さん、ありがとうございました。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

温かい「ちゃんこ鍋」を皆さんでおいしくいただきました。

本日の給食メニュー「五目おこわ・じゃがいもの味噌汁・豆腐ハンバーグ・三色おひたし・牛乳」
おいしくいただきました。

風船文字当てゲーム 間違いさがしゲーム 高校生と楽しく交流しました
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温かいおもいやり　ありがとうございました

○全道各地の福祉活動に・・・ １７６，０００円
　道内各地の施設の運営や在宅福祉活動の推進、ボランティア活動推進のほか、災害時には
被災地支援・ボランティアセンター設置・運営等にも使われています。
○町内の福祉活動に・・・ ９５１，６５２円
・老人福祉に助成（敬老会助成）　　３１５，６５２円　　・総合福祉助成(広報誌発刊)　２１０，０００円
・児童・青少年育成（子供会助成）　　４２，０００円　　・募金経費　　　　　　　　　７４，０００円
・体験・交流等（ふれあい広場助成）３１０，０００円

区　分 募 金 額 内　　　　　　　容
戸 別 募 金 ３００，０００円 自治体を通じて１戸＠300円の募金にご協力いただきました。
大 口 募 金 ５９４，０００円 個人と企業や商店を対象とする篤志募金です。
学 校 募 金 １５，１２３円 小学校の児童・中学・高校の生徒さんからの募金です。
職 域 募 金 １５５，４１３円 企業、団体、官公庁等の職員の皆さんからの募金です。
募 金 箱　 ５，４５４円 絵本の館、農協、郵便局、ひらなみ荘、商工会、社協の募金箱。
自動販売機 ５７，６６２円 赤い羽根自動販売機利用の配分金として受けております。
合　計 １，１２７，６５２円

平成30年度 赤い羽根共同募金
剣淵小学校より 　赤い羽根共同募金で寄せられた募金は、北海道共同募金

委員会を通じて、様々な福祉活動や被災地支援にも役立て
られていますが、そのほとんどが配分金として地元に戻さ
れ、町民の皆様のさまざまな活動助成や、地域福祉活動に
活用されています。
　平成３０年１１月５日（月）、剣淵小学校を代表して児童会
会長森武虎太朗さんから、共同募金委員会に学校募金が手
渡されました。

≪募金結果≫

≪剣淵町における募金の使われ方≫

◀ビールパーティー益金の一部を歳末たすけあい募金に

平成３０年１２月１０日
剣淵町ライオンズクラブ様

寄贈されたコカコーラ製品を町内福祉施設に▶

平成３０年１２月１１日
北海道コカコーラボトリング（株）様

ご協力ありがとう
ございました
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募金協力団体等 募金額
剣 淵 町 議 会 議 員 協 議 会 ２０，０００円
剣 淵 町 農 業 委 員 会 委 員 １２，０００円
剣 淵 町 教 育 委 員 会 委 員 ５，５００円
剣 淵 町 自 治 会 連 合 会 １１，０００円
剣淵町民生委員児童委員協議会 １３，０００円
北ひびき剣淵基幹支所役員親睦会 ６，０００円
北ひびき農協剣淵基幹支所職員 １９，４００円
北星信用金庫剣淵支店職員 ７４３円
剣 渕 商 工 会 役 職 員 １４，０００円
剣 淵 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ ３８，１５２円
剣 淵 町 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 ９，１２２円
剣 淵 町 赤 十 字 奉 仕 団 １１，９００円
剣 淵 郵 便 局 職 員 １，０００円
（株）レークサイド桜岡職員 ４，７００円
剣 渕 北 斗 会 役 員 ８，０００円

区　　　分 件数 金　額
独 居 老 人 世 帯 ２ ３２，０００円
母 子 父 子 世 帯 ４ １００，０００円
地 域 生 活 障 が い 者 ３３ ２０８，０００円
福 祉 施 設 ４ ２２０，０００円
地 域 福 祉 活 動 支 援 １ ６４，０００円

計 ４４ ６２４，０００円
助 成 経 費 ・ 翌 年 度 繰 越 ８５円

合　　　　計 ４４ ６２４，０８５円

平成30年度 歳末たすけあい募金
　歳末たすけあい募金は、新しい年を迎えるにあたり、町民の皆様が明るく安心して年を越せる
ように、町民相互が助け合う募金です。寄せられた募金は、民生委員児童委員協議会等の意見を
もとに、共同募金委員会で慎重に助成先を審議し、次の助成先へお届けしました。

≪募金結果≫

募金協力団体等 募金額
剣 渕 西 原 学 園 職 員 ３４，０００円
剣 渕 北 の 杜 舎 職 員 ３０，０００円
剣 渕 ひ ら な み 荘 職 員 ３０，０００円
グ ル ー プ ホ ー ム し お り １８，０００円
剣 淵 小 学 校 教 職 員 ５，０４９円
剣 淵 中 学 校 教 職 員 ５，５１７円
剣 淵 中 学 校 生 徒 会 ４，２３２円
剣 淵 高 等 学 校 教 職 員 ７，２８５円
剣 淵 町 役 場 職 員 ７８，４１６円
剣淵町高齢者事業団役職員 ９，０００円
剣淵町社会福祉協議会役員 １４，０００円
剣淵町社会福祉協議会職員 １４，０００円
戸別募金（＠200円×1,000戸） ２００，０００円
前 年 度 繰 越 金 ６９円

合　　　計 ６２４，０８５円

平成３０年度　歳末たすけあい募金

ご協力ありがとう
ございました
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西　町　高橋 由佳里 緑　町　高橋　智子 仲　町　沢田　正志 元　町　水谷　　忍
屯田町　松ケ平 昭治 旭　町　上林　信男 南桜町　砂田　良人 西岡町　小室　和夫
西原町　鈴木　 晴彦 東　町　武山　昌彦 藤本町　野口　　豊

≪平成３１年　福祉委員のご紹介（敬称略）≫

小地域ネットワーク活動

ふれあいサロンをつくりませんか?

　住み慣れた地域で「安心して安全に暮らせる地域社会づくり」の
一環として、高齢者世帯等の地域での見守り、声掛け、援助活動な
どを社会福祉協議会が委嘱した福祉委員が中心となり自治会、地域
の人たちの協力を得ながら住みよいまちづくりを目指します。
　この活動には、「ニーズを発見する機能」と「助け合いをする機
能」があります。身近な方や近所の方の見守りや声掛けで安否確認
を行い、日常生活や健康上の変化にいち早く気が付くことができま
す。また、ふれあいサロンの開催、自治会交流会等への招待なども
期待されます。

　ふれあいサロンは現在、剣淵町内５か所の地区で開設されています。
設立についてのご相談は、社会福祉協議会又は、剣淵町地域包括支援セ
ンターへ。
　皆さんでお茶を飲みながら話をしたり、絵本や紙芝居の読み聞かせ、ペタンクやゲーム、ふま
ねっと、健康体操などで、楽しい一日を過ごします。

ヒモ巻き取りリレー

ふまねっと

風船バレー

昼食会

寄席
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つえ・アイスピック助成

職員の異動

　高齢者や体が不自由な方に「つえ」と「アイスピック（冬期杖の先につけ
る滑り止めの金具）」の購入の助成を行っています。半額助成で現物をお渡
しいたしますので、自己負担金をご持参の上、社協事務局までお越しくださ
い。
　☆自己負担額　つえ７００円　　アイスピック５００円

係　　長　倉光　義子（平成３０年８月３１日付）
嘱託職員　小柳　良子（平成３０年９月３０日付）
　　　　　　　　　　　　　大変お世話になりました

 「けんぶち社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています

退　職　者
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